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泊発電所３号機における作業員の微量な放射性物質の内部取り込みについて 
 

泊発電所３号機（加圧水型軽水炉、定格電気出力９１万２千ｋW）は、平成２３年１月

５日から第１回定期検査を実施しております。１月８日、原子炉補助建屋で３Ｂ－冷却材

脱塩塔入口フィルタ※１のフィルタエレメント※２交換を実施していた作業員 1 名に放射性

物質による身体汚染が確認されたため、ホールボディカウンタ※３で測定を実施したところ、

微量な放射性物質の内部取り込みの疑い※４があることがわかりました。 

このため、本日、当該作業員について再測定※５を実施したところ、午前９時００分、微

量な放射性物質を内部取り込みしたことが判明しました。 

当該作業員の内部被ばく量（今後５０年間で受けるとした場合の内部被ばく量）は    

０．０１２ミリシーベルト※６であり、胸部エックス線検診（１回分  約０．０５ミリシー

ベルト）より低く、身体に影響を与えるものではありません。 

また、医師による診察の結果、異常がないことを確認しました。 

今後、原因について調査します。 

 

今回の事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

本件については、泊発電所に関する通報連絡及び公表基準に基づき北海道及び地元４カ

町村に連絡済です。 

 

※１ 冷却材脱塩塔入口フィルタ 

      １次冷却材中の放射性腐食生成物等を除去する設備 

※２ フィルタエレメント 

フィルタを交換しやすく一体化したもの 

※３ ホールボディカウンタ 

体内にある放射性物質を体外から測定する放射能測定装置 

※４ 放射性物質の内部取り込みの疑い 

内部放射能測定の結果を過去の平常時の測定値と比べ、その値が、平均値から統計的な変動にも

とづくばらつきの幅を超えた場合等に、放射性物質の内部取り込みの疑いがあると判断している 

※５ 再測定 

測定結果が身体表面に付着した極く微量の放射性物質による可能性もあることから、本日、再度

測定を実施した 

※６ シーベルト 

人が受けた放射線影響の度合いを表す単位 

法令に定める線量限度は、年間５０ミリシーベルト、かつ５年間で１００ミリシーベルト 

 

＜添付資料＞ 

１．泊発電所３号機 系統図・配置図 

２．当該作業員の被ばく量 
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泊発電所 3号機 系統図・配置図 
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0.001 未満 原子力発電所からの放出実績（年間） 

原子力発電所周辺の線量目標値（年間） 
0.05  

胸の X線集団検診（１回） 

0.6 胃の X線集団検診（１回） 

1.0 一般公衆に対する制限（医療は除く） 

6.9 胸部 X線コンピュータ 
断層撮影検査（CT スキャン）（１回） 

50 発電所などで働く作業者 
に対する制限（年間） 

全身被ばく 100 

クリアランスレベル 0.01 

東京～ニューヨーク 

航空機旅行（往復）0.2 

放射線を受けた量（ミリシーベルト） 

宇宙から 0.4 

大地から 0.5 

食物から 0.3 

これより低い線量では臨床症状が確認されていません 

ブラジル・ガラパリ市※の放射線（年間）10 

（住民の方の健康への影響は確認されておりません） 

１人当たりの 

自然放射線（年間） 2.4 

(世界平均) 

出典：国連科学委員会報告 ICRP Pub103 

※※：空気中に存在する天然の放射性物質 

※：ブラジル南部、大西洋岸のリゾート。大地からの放射線が最も多い地域のひとつ

空気中の 

ラドン※※から 1.2 

0.012 当該作業員の内部被ばく量（５０年間）

当該作業員の被ばく量 

 




